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このことより，中性形質は劣性ホモとして発現し，長 

日性系統の自家受精により純系の長日性系統が得られる 

可能性を示唆している.そのため，現在，純系の長日性 

系統を得る努力を続けている.

日本各地には，G 3系統に由来すると考えられるイボ 

ウキクサが分布しており，これらは栄養繁殖をしている 

と考えられる（角 野 •平 磐 1 9 9 4 ) .しかし一方ではこ 

れらの開花現象も観察されており，結実も認められてい 

る.本報告は，G 3系統に由来するイボウキクサが種子

繁殖すれば，かなりの確率で，中性系統が分布するはず 

であることを示唆している.それゆえ，分布しているイ 

ボウキクサの日長性を調べることにより，自然条件下で 

の繁殖様式や，生育特性を知る手がかりとなるはずであ 

る.
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水草研究会第20回全国集会

> 日程：1998年 8 月 8 〜 9 日 \

場所：北海道厚岸郡浜中町霧多布 $

> 前日（ 7 日）には，浜中町主催で湿地関連のシンポ} 

I ジゥムも予定されています.遠方ではありますが，
\ふるってご参加下さい. <

> 詳しくは，別便でお送りする案内をご参照下さい.^
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水草研究会会報投稿規定

1. 投稿は本会会員に限る.但し，本会が依頼した場合 

はこの限りではない.

2 . 原稿内容は，水草*に関する調査，研究報告，解説

(総説)，短報，諸資料，諸情報，エッセイ，他とす 

る.なお原稿の内容に疑義のある場合は，書き直しを 

求めることがある.

3 . 原稿作成にあたっては，以下の諸点に留意する.

A. 原稿は横書き原稿用紙に楷書するか，ワープロ 

(和文タイプ）を用いる.

B. 原著に相当する報文には著者名及びタイトルの英 

語を併記すること.また，著者が必要と認めた場合 

は，英文摘要 （ A b s t r a c t )をつけることができる.

C. 図は活字の貼り込みをのぞき，そのまま製版でき 

るように仕上げる.図（写真含む）の右上または裏 

面に，図の番号と著者名を書き，説明は別紙に一括 

する.表は別紙に書く.表の説明は各表の上側につ 

け，必要に応じ，下に注をつける.

D . 文献の引用は，文献番号ではなく，著者名と年号 

を明記する.

(例） r三 木 （ 1 9 3 7 )は，…J 『…で あ る （三木， 

1937) J .また，文末の引用文献は，最近号の例に 

ならって，著者の姓名のアルファベット順に配列す 

る.

4 . 掲載の順序と体裁，並びに校正は編集担当者に一任 

のこと.なお，特に希望する点があれば申し出る.

5 . 別刷を必要とする場合は，投稿時に必要部数を申し 

込むこと （ 5 0部以上，5 0部単位）.費用は著者負担 

とする.

6 . 送稿や編集に関する通信は，〒657-8501神戸市灘 

区鶴甲1 - 2 - 1 神戸大学理学部生物学教室角野 

康郎宛とする.

* ここで言う水草は狭義の水草に限定せず，広く湿地や 

水辺の植物なども含むものとする.

冬の間に発行を予定していた号ですが，またまた遅れてしまいました。満開の桜を 

窓の外に見ながらこの後記を書いています.1998年の日付になっていますが，これが 

1997年度の最終号です.

さて，今回も貴重な調査報告をお寄せいただきありがとうございました.編集のや 

りがいがありました.今年はもう少したくさんの原稿が集まって予定通りに編集でき 

ることを期待しています.昨年は，水草のおかれている状況がますます悪化している 

ことに変わりはないものの，新しい発見や保全の取り組みの新展間などがいくつもあ 

りました.本誌で紹介した鷲谷さんの著書でも述べられていることですが，生物多様 

性の保全のためには「管理」が，この言葉が嫌なら「手助け」で も 「仕掛け」でも何 

でも構いませんが，人の積極的なかかわりが必要だということが共通の認識になって 

きたように思えます.ではどうするのか？ 水草の場合はとりわけ調査研究を急がな 

ければなりません.この会報に寄せられるさまざまな調査報告が重要な積み重ねにな 

ります.誌上で保全に関する議論を盛り上げませんか？ （角 野 ）
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